
第48回 
全国老人クラブ大会報告号

令和元年 11 月 26 日・27 日の２日間、埼玉県老人クラブ連合会と共同主催にて、第
48 回全国老人クラブ大会を開催しました。大会初日は彩の国さいたま芸術劇場におい
て活動交流部会、２日目は大宮ソニックシティに会場を移して式典を行いました。

本号では、その様子を報告いたします。

全老連
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令和最初の大会は、埼玉県さいたま市において、

全国から 2,400 名の会員が参集して、２日間に

わたり開催されました。

大会初日　活動交流部会　
11 月 26 日 13 時 30 分～ 16 時 30 分

次の3つのテーマ別に行いました。活発な情報・

意見交換がされました。

第１部会　�高齢者の健康づくり・介護予防活動

の推進

第２部会　高齢者の支え合い活動の推進

第３部会　演じる活動 (部隊発表 )

第 1、2 部会は事例発表を中心に情報、意見交

換をする部会です。詳細な活動情報や活動中の写

真などを紹介して、分かりやすく発表されました。

第 3 部会では、全国公募に応じた栃木県、群馬県、

三重県、 地元埼玉県から 6 団体が舞台発表をしま

した。日頃の活動状況、活動を通した仲間づくり、

地域との連携、舞台発表に至る経過などを紹介す

るプレゼンテーションと、舞台発表の両面から総

合的に審査を行い賞を決定しました。

大会概要
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2 日目　講演・式典　
11 月 27 日 9 時 15 分～ 12 時

オープニングは、凰
おおとり

流家元舞踊道場のみなさん

による創作舞踊で式典の幕が開きました。

最初に地元、武蔵一宮氷川神社権宮司を務める

東角井真臣氏から 「武蔵一宮氷川神社の歴史」 と

題して講演いただきました。

アトラクションでは、新聞紙で仕立てた衣装を

まとい、「彩の国伝統絵巻」 を川口市さしまスロー

ライフ （単位クラブ） が紹介しました。続いて、

平成 25 年度から昨年度まで全国運動として取り

組んだ 「100万人会員増強運動」 において 5 年間

連続会員が増加した老連・クラブを代表して、大

阪府交
かた

野
の

市星友クラブ連合会・倉
くら

治
ち

老人クラブさ

んゆう会が作製した活動ビデオが紹介されました。

式典は、埼玉県老連新藤会長の歓迎の言葉では

じまり、相次ぐ災害等で亡くなられた方々、老人

クラブの物故者に対して、黙禱が捧げられました。

全老連会長の挨拶、表彰の後、来賓の方々から

祝辞をいただきました。大会宣言が採択され、来

年の全国大会について開催地となる山形県から案

内されました。最後は、埼玉県老連女性委員の皆

さんによる「世界に一つだけの花」を参加者一同

で合唱して、閉会挨拶で幕を閉じました。
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■式典プログラム
　司会　平川紗英

［オープニング］        「美しき天然」凰流家元舞踊道場

［講　演］　　　 　   「武蔵一宮氷川神社の歴史」武蔵一宮氷川神社権宮司　東角井 真臣氏

［アトラクション］　「新聞紙による彩の国伝統絵巻」

　　　　　　　　　埼玉県川口市さしまスローライフ （単位クラブ）

［活動ビデオ紹介］　「『100 万人会員増強運動』に取り組んで」

　　　　　　　　　大阪府交野市星友クラブ連合会 （倉治老人クラブさんゆう会）

［式　典］

　歓迎の言葉　　　埼玉県老人クラブ連合会会長　新藤享弘
　国家斉唱

　　黙　　祷

　　挨　　拶　　　全国老人クラブ連合会会長　清家  篤
　　表　　彰　　　全国老人クラブ連合会会長表彰
　　　　　　　　　　老人クラブ育成功労表彰　　代表　埼玉県　原  伸次

　　　　　　　　　　優良老人クラブ・優良老人クラブ連合会表彰　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　山梨県　下塩後万寿会

　　　　　　　　　　永年勤続表彰　　　　　　　代表　北海道　志賀ふさ美

　　　　　　　　　　100 万人会員増強運動表彰　代表　大阪府交野市星友クラブ連合会

　　祝　　辞　　　厚生労働大臣　加藤勝信
　　　　　　　　　厚生労働政務次官　自見はなこ
　　　　　　　　　埼玉県知事　大野元裕
　　　　　　　　　埼玉県議会議長　神尾高善
　　　　　　　　　さいたま市長　清水勇人
　　宣言朗読　　　埼玉県老人クラブ連合会副会長・女性委員長　内田まさ子
　　次回大会挨拶　山形県老人クラブ連合会会長　亀谷千代子
　　歌　　　　　　「世界に一つだけの花」　埼玉県老人クラブ連合会女性委員会

　　閉会の言葉　　全国老人クラブ連合会副会長　東京都老人クラブ連合会会長　村上光夫
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次回大会挨拶

閉会の言葉

宣言朗読

全国老人クラブ連合会会長表彰
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宣　言

　わが国の高齢化は、今後ゆるやかな増加に転ずる一方、若い世代の人

口は急速に減少することが予測され、社会の発展や活力の維持が懸念さ

れています。

　このようななかで、私たちが健康寿命の延伸に向けて意欲を高めるこ

とは、医療・介護サービスや費用負担の軽減のみならず、地域共生社会

の実現や社会の活力維持にも大きく貢献するものと思われます。

　私たちは世界に冠たる長寿国に暮らす幸せに感謝し、さらなる健康長

寿をめざして、健康づくりや介護予防活動の推進・充実に努めてまいり

ます。

　全国第５位の人口を有し、大都市として発展を続けるここ「彩の国さ

いたま」に集う老人クラブ代表は、“高齢者の元気が社会を変える ”と

の自覚をもって、メインテーマである「のばそう！健康寿命、担おう！

地域づくりを」に向け、次の事項の実践を誓い、ここに宣言します。

一、高齢者の社会参加を呼びかけ仲間づくりの輪を広げます

一、介護予防・フレイル（虚弱）対策で元気高齢者をめざします

一、友愛活動を基盤に新地域支援事業と連携した支援活動に努めます

一、高齢者の尊厳が守られる諸制度・地域共生社会の実現をめざします

　　令和元年11月 27日

第 48回全国老人クラブ大会
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　本大会には全国から 2400 名余の皆さまにご参加いただき、昨日は健康づくり・介護予防活動、支え合
い運動、演じる活動という三つのテーマの部会に分かれ、熱心な協議と意見交換が行われました。
　こうした中、いよいよ人生百年時代を迎え、健康寿命の延伸が大きな国民的課題となっております。老
人クラブではこれまで、高齢期における健康で自立した生活を目指してさまざまな活動に取り組んでまい
りましたが、近年、老人クラブなどの組織で行う活動が健康寿命の延伸に効果があるとの研究結果も発表
されているところでございます。
　今後は高齢者の生活機能の低下を防ぐ虚弱予防、いわゆるフレイル予防活動のいっそうの推進を図るた
め、参加しやすい活動の場の拡大、そのプログラムの充実に向けた取り組みを進めてまいりたいと存じます。
　いま、それぞれの市町村では、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けていけるよう、住ま
い・医療・介護・生活支援・介護予防を一体的に整備して提供する地域包括ケアシステムの構築に取り組
んでおります。老人クラブもまた、高齢者相互の支え合い活動を推進し、すべての人々が共に生き生きと
輝くことができる地域共生社会の推進のために、その一翼を担っていきたいと考えております。
　全国からお集まりの皆さまのご健勝とご活躍を祈念し、私のご挨拶といたします。

　わが国は世界一の長寿社会を迎えています。本会のテーマの一つ、健康寿命の延伸も、大きな課題とな
っております。人生百年時代を迎えるにあたって、幾つになっても活躍できる場があり、元気に活躍し続
けられる社会をつくっていく必要があります。政府ではいま、人生百年時代に向けて全世代型の社会保障
制度や働き方改革について議論を進め、具体的な政策を前へ前へと推し進めているところであります。
　老人クラブでは、全国約570万人の会員の方々が、10万に及ぶクラブでさまざまな活動を進めておられ
ます。文化・芸術・スポーツ等を通じて生きがいや健康づくりに励まれるとともに、地域の高齢者や子供
の見守り、清掃活動、さらには交通安全や悪質商法の被害防止についての学習会の開催など、本当に幅広
い活動に取り組んでいただいております。全国各地で実施されているクラブ活動は、高齢者の方々の健康
を維持・増進するとともに、地域の支え合いの輪を広げ、実りある人生百年時代につながっていくもので
ありましょう。
　より多くの方々がクラブ活動にご参加いただくことにより、健康寿命の延伸、地域づくりの取り組みが
いっそう充実し、すべての人々が安心して暮らせる社会が構築されていくことを大いに期待しております。
　令和の新時代を迎え、老人クラブのさらなる発展と、本日お集まりの皆さまのご健勝、ご活躍をお祈り
申し上げ、私の祝辞とさせていただきます。

生き生きと輝く
地域共生社会のために

全国老人クラブ連合会 会長　清家  篤

人生百年時代に向けて
高まるクラブ活動への期待

厚生労働大臣　加藤勝信

挨 拶

祝 辞
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　昨日の活動交流部会では、高齢者の健康づくり・介護予防や支え合い活動の取
り組み、演じる活動の舞台発表など、活発な交流があったと伺いました。これら
の取り組みがもたらす効果には大変大きいものがございます。地域の方々と一緒
に活動を行うことで、その効果はさらに広がっていくことでしょう。
　高齢者が健康で生き生きとした人生を楽しみながら歩んでいくことは、人生百年時代を生きていく日本
全体が元気になる源であり、すべての国民の希望となっております。
　老人クラブの活動がますます盛り上がっていくことを期待し、皆さまの活動を心から応援しつつ、私の
お祝いの言葉といたします。

地域を活性化する  活動への取り組み
厚生労働大臣政務官　自見はなこ

祝 辞

　国の統計によりますと、 60代以上の方の約6割が社会活動に参加しておりませ
ん。そのような中で、皆さまが老人クラブ活動を通じて社会的な連帯、 つながりを
お持ちになっていることに心から敬意を表します。
　今度一万円札の顔になります、ここ埼玉県出身の渋沢栄一翁は、かつて「四十、五十は洟垂れ小僧、
六十、七十は働き盛り、九十になって迎えが来たら、百まで待てと追い返せ」とおっしゃいました。
　人生百年時代、翁の言葉にもあるように、皆さまがこれからもますますその経験と知識を発揮いただき、
ぜひ地域社会・日本を率いていただきたいと存じます。
　皆さまのご健勝、ご長寿を祈念申し上げ、歓迎のご挨拶といたします。

その経験と知識を  社会活動に生かして
埼玉県知事　大野元裕

　本年 7 月に厚生労働省が発表しました昨年の日本人の平均寿命は男性が 81.25
歳、女性が 87.32 歳となり、共に過去最高を更新いたしました。医療の進歩で癌
や心疾患、脳血管疾患などの死亡率が低下し、健康志向が高まるなか、平均寿命
過去最高の更新は、女性が 6 年連続、男性が 7 年連続となりました。
　本日ご参集の皆さま方には、それぞれの地域で、趣味やサークル活動の拡充、高齢者の生きがいづくり
などに大変なご貢献をいただいております。
　日ごろの活動に対しまして、心から感謝いたしますとともに、今後ともよりいっそうのご支援ご協力を
賜りますようお願い申し上げ、私からの祝辞とさせていただきます。

平均寿命の延伸は  生きがいある生活から
埼玉県議会議長　神尾高善

　本日は誠におめでとうございます。
　全国の老人クラブの皆さまには、地域での健康づくりや見守り、通いの場づく
りなどの活動を進めていただいておりますが、これらの活動は地域社会に貢献す
るとともに、皆さま自身がいつまでも元気に暮らすための原動力となっているのではないでしょうか。
　さいたまシニアクラブの皆さまも同様、日ごろから精力的に活動いただいており、本市として、この場
を お借りして心より感謝の意を表したく存じます。
　これからも社会参加や地域活動の輪をますます広げ、皆さまの豊富な経験・知識に裏打ちされたパワー
をそれぞれの地域に注ぎ、地域から日本を牽引していただきますようお願い申し上げます。

大きく広げよう  社会参加と地域活動の輪
さいたま市長　清水勇人
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育成功労表彰 （122 名）
加藤哲夫 前    北海道老人クラブ連合会評議員
佐藤房夫 元    北海道老人クラブ連合会評議員
村下文夫 元    北海道老人クラブ連合会評議員
鈴木清士 札幌市老人クラブ連合会副会長
中岫良次 青森県老人クラブ連合会評議員
相馬齋弼 青森県弘前市老人クラブ連合会会長
服部完郎 前    岩手県老人クラブ連合会評議員
熊谷友吉 岩手県田野畑村老人クラブ連合会会長
大山金雄 宮城県老人クラブ連合会副会長
菊地　衛 前    宮城県白石市老人クラブ連合会会長
高橋鐵朗 仙台市老人クラブ連合会理事
田中重雄 仙台市老人クラブ連合会保健体育部副部長
工藤哲弥 秋田県老人クラブ連合会評議員
樋渡脩浩 山形県戸沢村老人クラブ連合会会長
井上正美 山形県小国町老人クラブ連合会会長
荒川美枝子 福島県老人クラブ連合会理事
芳賀豊治 福島県老人クラブ連合会理事
熊谷和夫 前    茨城県老人クラブ連合会理事
小森勇一 前    茨城県老人クラブ連合会評議員
小島正男 栃木県老人クラブ連合会副会長

杉山　榮 前    栃木県とちぎ蔵の街 （栃木市） 
シニアクラブ連合会監事

平形作太郎 群馬県老人クラブ連合会副理事長
芦谷友之 群馬県富岡市シルククラブ連合会会長
原　伸次 埼玉県老人クラブ連合会副会長
染谷誠一 埼玉県老人クラブ連合会理事
須賀田貞彦 千葉県野田市いきいきクラブ連合会会長
布施健一 千葉県我孫子市シニアクラブ連合会会長
中谷きよ 千葉市老人クラブ連合会理事
荒川正二 東京都台東区シニアクラブ連合会会長
岡田良光 東京都中央区高齢者クラブ連合会会長
石塚知久 前    東京都豊島区高齢者クラブ連合会会長
田場川善雄 神奈川県老人クラブ連合会理事
小川文男 神奈川県老人クラブ連合会評議員
佐野　弘 横浜市老人クラブ連合会評議員
相原照世 横浜市老人クラブ連合会理事
佐藤例藏 川崎市老人クラブ連合会副理事長
横山敏男 前    川崎市老人クラブ連合会理事
光村利寛 新潟県老人クラブ連合会会長
山口衛行 新潟県老人クラブ連合会副会長
土田正榮 新潟市老人クラブ連合会副会長
桐木速雄 新潟市中央区老人クラブ連合会理事
窪　公男 富山県氷見市老人クラブ連合会理事
酒井　務 前  富山県老人クラブ連合会監事
立田栄子 富山県悠友クラブ滑川（滑川市老連）理事
折本義昭 石川県羽咋市老人クラブ連合会会長
永井健裕 石川県白山市老人クラブ連合会顧問
板谷悌三 福井県老人クラブ連合会理事
八木敬一郎 前  福井県  あわら市老人クラブ連合会会長

風間　勤 前  山梨県老人クラブ連合会理事
樋口昌子 山梨県中央市ことぶきクラブ連合会理事
池上弘祥 前  長野県老人クラブ連合会会長
滝澤譽子 元  長野県長野市老人クラブ連合会副会長
藤井正義 岐阜県老人クラブ連合会副会長
捫垣　勇 岐阜県中津川市老人クラブ連合会会長
岩田　稔 前  岐阜県羽島市老人クラブ連合会会長
寺田佳弘 静岡県老人クラブ連合会会長
村松謙之輔 前  静岡県老人クラブ連合会評議員
服部富士男 元  静岡市老人クラブ連合会会長
柿沼　晉 愛知県老人クラブ連合会理事
天野直明 名古屋市中村区老人クラブ連合会会長
長尾滋男 名古屋市名東区老人クラブ連合会会長
北村富美子 三重県老人クラブ連合会理事
今井幹雄 三重県津市老人クラブ連合会副会長
上野善久 滋賀県老人クラブ連合会理事
大芝哲郎 前  滋賀県大津市老人クラブ連合会副会長
尾瀬　崇 京都府老人クラブ連合会副会長
四辻亮司 京都市老人クラブ連合会理事
柴田和男 前  大阪府老人クラブ連合会理事
宇田裕二 前  大阪府老人クラブ連合会評議員
家門昇次 大阪市老人クラブ連合会副理事長
矢萩方香 大阪市老人クラブ連合会監事
西村弘一 堺市老人クラブ連合会副会長
藤岡　修 兵庫県福崎町老人クラブ連合会会長
古家憲子 兵庫県市川町老人クラブ連合会副会長
中辻　剛 兵庫県丹波市老人クラブ連合会会長
市川富夫 兵庫県南あわじ市老人クラブ連合会会長
山岡繁之 奈良県老人クラブ連合会評議員
山下正彦 奈良県葛城市老人クラブ連合会会長
知久馬二三子 鳥取県老人クラブ連合会理事
古井喜紀 前  鳥取県八頭町老人クラブ連合会会長
安達伸次 島根県老人クラブ連合会会長
藤原英逸 元  島根県雲南市老人クラブ連合会会長
松尾武司 元  岡山県岡山県老人クラブ連合会会長
藤本信男 岡山県老人クラブ連合会理事
冨士田  肇 前  岡山県高梁市老人クラブ連合会副会長
奥岩純治 岡山市老人クラブ連合会副会長
吉田　隆 前  広島県府中町老人クラブ連合会会長
住田鉄也 広島県老人クラブ連合会副理事長
雨宮國隆 広島市老人クラブ連合会評議員
大和充子 広島市老人クラブ連合会評議員
原　和男 前  山口県老人クラブ連合会評議員
林　千人世 山口県老人クラブ連合会評議員
坂東嘉一朗 前  徳島県老人クラブ連合会副会長
古高永司郎 徳島県石井町老人クラブ連合会理事
上村正徳 前  香川県老人クラブ連合会理事
小山　等 香川県老人クラブ連合会評議員
矢野　強 愛媛県四国中央市老人クラブ連合会会長
所谷　茂 前  高知県老人クラブ連合会理事

全国老人クラブ連合会会長表彰　受章者名簿
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矢田　泰蔵 前  高知県土佐町老人クラブ連合会会長
城戸幸雄 福岡県老人クラブ連合会副会長
中島敏之 福岡県太宰府市長寿クラブ連合会顧問
松﨑重治 前  福岡県八女市老人クラブ連合会会長
篠塚忠二 北九州市老人クラブ連合会会長
髙橋悦子 北九州市老人クラブ連合会副会長
岡田光生 前  福岡市老人クラブ連合会会長
西村大戸志 前  福岡市老人クラブ連合会理事
田中久義 前  佐賀県老人クラブ連合会評議員
下田節子 前  佐賀県鳥栖市老人クラブ連合会副会長
山口鷹士 前  長崎県老人クラブ連合会評議員
脊川亀史 前  長崎県老人クラブ連合会評議員
野田秋信 熊本県老人クラブ連合会副会長
打越浩之 熊本県下益城郡老人クラブ連合会会長
原山輝義 前  熊本県小国町老人クラブ連合会会長
伊東　昇 大分県大分市老人クラブ連合会副会長
佐保榮子 大分県前  豊後大野市老人クラブ連合会副会長
徳田道治 元  宮崎県老人クラブ連合会副会長
三好冨夫 元  宮崎県新富町老人クラブ連合会副会長
時　峯子 前  鹿児島県奄美市老人クラブ連合会副会長
三原頼子 前  鹿児島県知名町老人クラブ連合会副会長
大野富常 前  鹿児島県知名町老人クラブ連合会会長
當銘 美代子 沖縄県老人クラブ連合会評議員
小野忠司 ブラジル日系熟年クラブ連合会会計理事

優良老人クラブ表彰 （49 団体）
札幌市清田区 清田清栄会
青森県南津軽郡藤崎町 西中野目長寿会
岩手県和賀郡西和賀町 長瀬野老人クラブ
仙台市青葉区 中山西寿会
秋田県鹿角市 下タ町長寿会
山形県最上郡大蔵村 烏川老人クラブ
福島県相馬郡新地町 駒中宝齢クラブ
栃木県足利市 みなみ二元気クラブ
埼玉県川越市 白扇会
埼玉県川口市 さしまスローライフ
千葉県木更津市 祇園親和会
神奈川県厚木市 上荻野むつみ会
新潟県十日町市 南鐙坂寿会
新潟市中央区 新和芙蓉会
富山県富山市 窪新町長寿会
富山県小矢部市 北蟹谷長寿会
福井県福井市 足羽友愛の会
山梨県甲州市 下塩後万寿会
岐阜県岐阜市 黒野第１白寿会
岐阜県多治見市 梅園第２悠和会
静岡県磐田市 元宮町シニアクラブ
愛知県清須市 一場寿会
名古屋市緑区 有松西中町第二老人クラブ
三重県いなべ市 立田清水会老人クラブ
京都府八幡市 南ヶ丘老人クラブ
大阪府大東市 東諸福第５老人クラブ
大阪市鶴見区 焼野第二友和会
神戸市垂水区 つつじが丘シニアクラブ

島根県大田市 吉永福吉会
岡山県真庭市 一色長生会
岡山県赤磐市 斎富シルバークラブ
岡山県井原市 木之子中慎思クラブ
広島県竹原市 荘野クラブ
広島市南区 西旭町老人クラブひまわり会
山口県宇部市 北迫新町やすらぎ会
徳島県板野郡板野町 西楽笑会矢武クラブ
香川県高松市 栗林地区 

クローバーシニアクラブ
高知県 室戸市羽根寿会
福岡県宗像市 赤間クラブ
北九州市小倉北区 末広いきいきクラブ
福岡市東区 第十四明寿会
佐賀県佐賀市 天祐福寿会
長崎県大村市 坂口長生会
宮崎県都城市 庄内地区平田高齢者クラブ
鹿児島県鹿児島市 祐楽会
鹿児島県鹿児島市 ときわ会
沖縄県南城市 冨祖崎老人クラブ
沖縄県うるま市 石川曙区老人クラブ
ブラジル サンパウロ州 
リベロン・プレット市 リベロン・プレット壮寿会

優良老人クラブ連合会表彰 （63 団体）
北海道 網走市老人クラブ連合会
北海道 芽室町老人クラブ連合会
北海道 江差町老人クラブ連合会
青森県 新郷村老人クラブ連合会
岩手県 宮守町老人クラブ連合会
宮城県 色麻町老人クラブ連合会
仙台市 泉区北地区老人クラブ連合会
秋田県 八郎潟町老人クラブ連合会
山形県 高畠町老人クラブ連合会
福島県 塙町老人クラブ連合会
茨城県 石岡市いきいきクラブ連合会
茨城県 かすみがうら市老人クラブ連合会
茨城県 つくばみらい市高年クラブ連合会
栃木県 真岡市老人クラブ連合会
群馬県 高崎市長寿会連合会城東地区長寿会連合会
群馬県

前橋市老人クラブ連合会 
永明地区老人クラブ連合会

埼玉県 越谷市老人クラブ連合会
東京都 北区シニアクラブ連合会
東京都 武蔵野市老人クラブ連合会
東京都 青梅市高齢者クラブ連合会
神奈川県 横須賀市老人クラブ連合会
横浜市 戸塚区老人クラブ連合会
横浜市 港南区シルバークラブ連合会
新潟県 糸魚川市能生地区老人クラブ連合会
富山県 富山市細入地域長寿会
石川県 志賀町老人クラブ連合会
福井県 高浜町和田地区老人クラブ連合会
山梨県 富士吉田市シニアクラブ連合会
長野県 白馬村シニアクラブ
岐阜県 海津市老人クラブ連合会
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静岡県 いきいき下田（下田市老人クラブ連合会）
愛知県 豊明市老人クラブ連合会
愛知県 知多市老人クラブ連合会
名古屋市 瑞穂区汐路学区老人クラブ連合会
三重県 四日市市八郷福寿会
滋賀県 大津市堅田学区老人クラブ連合会
滋賀県 草津市老人クラブ連合会
大阪府 泉佐野市長生会連合会
大阪市 天王寺区老人クラブ連合会
兵庫県 尼崎市小田老人クラブ連合会
兵庫県 三田市老人クラブ連合会
兵庫県 平岡町老人クラブ連合会
兵庫県 西脇市老人クラブ連合会
奈良県 三郷町生き生きクラブ連合会
奈良県 吉野町老人クラブ連合会
島根県 浜田市長浜長寿会
広島県 三原市老人クラブ連合会
広島市 佐伯区美鈴が丘学区シニアクラブ
山口県 平生町老人クラブ連合会
徳島県 上勝町老人クラブ連合会
香川県 丸亀市老人クラブ連合会
高知県 中土佐町老人クラブ連合会
福岡県 広川町老人クラブ連合会
福岡県 芦屋町老人クラブ連合会
北九州市 門司区田野浦老人クラブ連合会
福岡市 西区周船寺校区老人クラブ連合会
佐賀県 みやき町老人クラブ連合会
長崎県 南島原市深江地区老人クラブ連合会
熊本県 天草市老人クラブ連合会
熊本県 菊陽町老人クラブ連合会
熊本県 山都町老人クラブ連合会
宮崎県 延岡市さんさんクラブ連合会
鹿児島県 伊佐市針持校区老人クラブ連合会

永年勤続表彰（19 名）
橋堀哲也 北海道稚内市老人クラブ連合会事務局長
菊田啓美 北海道中川町老人クラブ連合会事務局員
近藤香苗 北海道石狩地区老人クラブ連合会幹事
志賀ふさ美 北海道老人クラブ連合会主査
清井あや子 山形県真室川町老人クラブ連合会事務局員
生江克志 福島県西会津町老人クラブ連合会事務局次長
菅野光律 福島県石川地方老人クラブ連合会事務局員
渡邉ケイ 新潟市南区老人クラブ連合会事務職員
末森美紀 石川県中能登町老人クラブ連合会事務局職員
小辻良子 福井県越前町老人クラブ連合会事務局員
佐々木勝利 長野県前 阿智村高齢者クラブ連合会事務局員
福島　至 広島県前 三次市老人クラブ連合会事務局長
藤本益子 徳島県元 石井町老人クラブ連合会業務担当
藤河光子 北九州市門司区老人クラブ連合会事務職員

井上直美 北九州市小倉北区シニアサークル連合会 
事務職員

江口幸子 北九州市小倉南区老人クラブ連合会事務職員
片山スミ 北九州市八幡東区老人クラブ連合会事務職員
東黒島 優美子 沖縄県石垣市老人クラブ連合会事務局長
金藤泰子 ブラジル日系熟年クラブ連合会事務局次長

100 万人会員増強運動表彰 （154 団体）
　平成 26 年度から取り組んできた「100 万人会
員増強運動」において、５か年連続で会員増強を
達成したクラブおよび連合会

〈連合会〉
岩手県 普代村老人クラブ連合会
千葉県 浦安市老人クラブ連合会
東京都 目黒区老人クラブ連合会
京都市 南区すこやかクラブ連合会
京都市 南区南大内新生クラブ連合会
大阪府 交野市星友クラブ連合会
堺市 南区新檜尾台校区老人クラブ連合会
奈良県 川西町老人クラブ連合会  結崎団地支部
岡山県 矢掛町老人クラブ連合会
山口県 周南市老人クラブ連合会  新南陽支部
高知県 室戸市老人クラブ連合会
佐賀県 鹿島市老人クラブ連合会
熊本県 芦北町老人クラブ連合会
鹿児島県 大崎町老人クラブ連合会
沖縄県 浦添市老人クラブ連合会
沖縄県 中城村老人クラブ連合会

〈単位クラブ〉
北海道網走市 潮見老人クラブ
北海道千歳市 富士こぶし会
札幌市中央区 円山西町幌見会
札幌市中央区 シニアすこやかクラブ
札幌市厚別区 みずほ楓会
岩手県盛岡市 中堤町つつみ会
岩手県紫波郡矢巾町 矢巾２区老人クラブ
福島県会津若松市 西栄町三丁目いきいきクラブ
福島県会津若松市 東長原長生会
福島県石川郡玉川村 岩法寺老人クラブ
福島県福島市 桜台桜寿会
栃木県宇都宮市 長寿会にっこり
栃木県足利市 鹿島福寿クラブ
栃木県矢板市 木幡東交友会
埼玉県草加市 柳寿会
千葉市花見川区 シニア横戸台
東京都目黒区 東根会
東京都目黒区 駒場寿会
東京都目黒区 長生会
東京都府中市 四谷清流クラブ
東京都板橋区 北寿クラブ
東京都練馬区 東大泉ことぶき会
神奈川県相模原市 相模台団地寿会
神奈川県中郡二宮 緑が丘ゆめクラブ
神奈川県三浦郡葉山町 一色浜かもめ会
神奈川県三浦郡葉山町 下山口浜百合会
神奈川県高座郡寒川町 小谷パールクラブ
神奈川県南足柄市 山崎駒千代会
神奈川県大和市 コトーえん友会
横浜市神奈川区 新町シニアクラブ
横浜市港南区 むさし新樹会
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横浜市港南区 紫苑会
横浜市港南区 美晴台福寿会
横浜市保土ケ谷区 泉寿会
横浜市緑区 第一緑会
横浜市都筑区 牛久保東年輪会
横浜市都筑区 白寿会
横浜市栄区 小菅ヶ谷谷戸親睦会
横浜市栄区 ラーバン悠々クラブ
横浜市泉区 いちょう団地第一長寿会
福井県吉田郡永平寺町 栃原結の会
福井県三方郡美浜町 新庄東いきいきクラブ
山梨県中巨摩郡昭和町 河西区いきがいクラブ
山梨県都留市 楽山老人クラブ楽寿会
岐阜県大垣市 室えびす会
岐阜県大垣市 加賀野老人クラブ喜楽会
岐阜県関市 シニア巾
岐阜県中津川市 小郷ふれあいクラブ
岐阜県土岐市 泉ケ丘町長寿クラブ
静岡県三島市 ぎおんクラブ
静岡県長泉町 原分スマイルクラブ
愛知県岡崎市 大兎会
愛知県岡崎市 みどり西クラブ
愛知県岡崎市 さくら寿楽会
愛知県岡崎市 丸山成実会
愛知県岡崎市 滝新寿会
愛知県岡崎市 大和クラブ
愛知県岡崎市 在家明生クラブ
愛知県春日井市 不二ガ丘長寿会
愛知県春日井市 うえのクラブ
愛知県春日井市 いきいき四ツ谷共楽会
名古屋市西区 平田西永寿会
名古屋市瑞穂区 船北老人会
名古屋市南区 第１０宝寿会
名古屋市守山区 吉祥会
名古屋市名東区 藤栄なごやかクラブ第一
名古屋市名東区 上社げんき会
大阪府交野市 私市山手さわやかクラブ
大阪府交野市 倉治老人クラブさんゆう会
大阪市阿倍野区 阪南第４長寿会
大阪市阿倍野区 阪南第３長寿会
兵庫県芦屋市 海洋はつらつクラブ
兵庫県加古郡稲美町 小池前万葉クラブ
神戸市東灘区 本山センチュリークラブ
神戸市中央区 ポー住宝寿会
神戸市兵庫区 夢野団地 1 号館寿会
神戸市北区 松友会
神戸市北区 日の峰シニアクラブ
神戸市長田区 室内長生会
神戸市須磨区 白川台むつみ会
神戸市垂水区 つつじが丘シニアクラブ
神戸市西区 きらくクラブ
神戸市西区 北山あけぼの会
奈良県生駒市 鹿ノ台北桜美会
奈良県生駒郡平群町 緑ヶ丘長寿会
岡山県津山市 平安会

岡山県津山市 笠松いきいきクラブ
岡山県津山市 中原楽笑会
岡山県津山市 工門長寿会
岡山県津山市 西上白寿会
岡山県津山市 西中長寿会
広島市佐伯区 皆賀長寿会
広島市佐伯区 三宅無量寿会
広島市佐伯区 寺田ささえ会
広島市佐伯区 折出寿会
広島市佐伯区 シニアクラブ倉重友和会
広島市佐伯区 八幡が丘青葉会
広島市佐伯区 美鈴が丘地区 OB 会 

第３グループ
広島市佐伯区 シニアクラブ芙蓉会
徳島県阿波市 一条中央長寿会
香川県丸亀市 城北老人クラブ連合会 

第９クラブ
香川県観音寺市 萩原三楽会第１クラブ
香川県高松市 川添百壮会第二クラブ
愛媛県松山市 湯の山友遊会
愛媛県松山市 本村あやめ会
愛媛県大洲市 田口シニアクラブ
福岡県宗像市 大谷慶人クラブ
福岡県宗像市 ひかりヶ丘シニアクラブ
福岡県太宰府市 明生会
福岡県福津市 光陽台３区シニアクラブ若葉会
福岡県糟屋郡新宮町 桜山手区シニアクラブ桜寿会
福岡県久留米市 第一弥生会老人クラブ
福岡県久留米市 横馬場クラブ
福岡県久留米市 鑓水クラブ
福岡県久留米市 長寿会
福岡県久留米市 竹野校区第２老人クラブ
福岡県小郡市 大板井２区老人クラブ喜楽会
福岡県三瀦郡大木町 八町牟田上老人クラブ
福岡県遠賀郡芦屋町 鶴松会
福岡県遠賀郡岡垣町 山田峠老人クラブ寿会
福岡県行橋市 第一クラブ
佐賀県佐賀市 若宮第一老人クラブ
長崎県諫早市 久山台シニア会
長崎県大村市 水計寿会
熊本県玉名市 築地長寿会
熊本県玉名市 糠峯峰寿会
熊本県玉名市 滑石老人クラブ第三白寿会
宮崎県日南市 中央団地 

高齢者はつらつクラブ
宮崎県日南市 桜寿会
宮崎県宮崎市 生目区高齢者クラブ
宮崎県延岡市 白寿会
宮崎県川南町 新菅長寿会
宮崎県小林市 孝の子友愛クラブ
鹿児島県薩摩川内市 喜入若葉会
鹿児島県薩摩川内市 田崎鶴亀会
沖縄県沖縄市 登川老人クラブ
沖縄県中頭郡北谷町 宮城区老人クラブ百歳会
沖縄県中頭郡読谷村 渡具知緑の会
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　氷川神社の創建は、

縄文時代後期から弥生

時代前期に当たる孝昭

天皇の御代3年4月末、 

出雲国の出雲大社を勅

願によって当地に遷座

し、「氷川神社」の御

神号を賜ったことに始

まると伝えられております。

■

「氷川」という社名は古代から絶えることなく御

神域に湧出する清らかな神泉に因むものといわ

れ、五年前の埋蔵文化財の発掘調査では、境内の

地中から 3000 〜 3500 年前の建物の柱跡や祭祀

に使われた耳飾り、土偶、土器など、さまざまな

遺物・遺跡が出土しました。この境内や大宮公園

一帯は縄文人の大集落で、今は氷川神社遺跡と呼

ばれています。

■

　氷川神社は全国に約 300社ありますが、ここ

大宮の氷川神社が総本社で、御祭神は「古事記」

に記されている日本古来の神、須
す さ の お の み こ と

佐之男命・稲
いな

田
だ

姫
ひめの

命
みこと

・大
おおなむちのみこと

己貴命の三柱でございます。当社は聖

武天皇の御代、武蔵国の一宮となり、平安時代に

は徐々に社格が上がり、927 年の延喜式神名帳（神

社名簿） では武蔵国の最上位となりました。

■

　940 年には平貞盛がこの氷川神社で平将門誅

伏の祈願をしております。また、源頼朝は神馬・

神剣を奉納して国土太平の願書を納め、元寇の際

には北条宣時が異国降伏の祈願をいたしました。

足利尊氏はここに参詣して足立郡大
おおつきごう

調郷を寄進

し、戦国時代には領主である岩槻城太田氏の要請

に従って北条氏と戦い、戦火によって社殿を焼失

講演

武蔵一宮氷川神社の歴史
武蔵一宮氷川神社権宮司　東

ひ が し つ の い

角井 真
ま さ お み

臣

しております。

■

　徳川幕府の時代、家康は社領 300 石を寄進し、

神輿や扇を奉納したほか、神事に関して葵の御紋

の使用も認め、社殿の修復や本地堂の再建なども

行いました。しかし、江戸時代後期、幕府財政が

窮乏化すると、官費による修理造営が厳しくなり、

氷川神社では富
とみ

籤
くじ

興行をしてその費用に充てまし

た。また、幕末、ペリー来航のときには幕府が武

運長久の祈願をし、治安が悪化すると、本社では

浮浪乱妨の徒を防ぐために鉄砲稽古の的場設置を

寺社奉行に出願したりもしております。

■

　また、江戸時代までは神仏習合のため、参道に

は聖観音を安置する本地堂を中心に、観音寺・不

動院・愛染院・宝積院などの僧坊が八坊もありま

した。また、2 キロにも及ぶ長い参道は江戸時代

初期までは五街道の一つである中山道の一部とし

て使われていました。この氷川参道は今でも日本

一の長さを誇っております。

■

　氷川神社の三つの特色は、一宮であること、勅

祭社であること、そしてこの日本一の参道でござ

います。

■

　今年の台風19号では25メートルくらいの木が

何本も倒れてしまいましたが、この参道や鎮守の

森では四季を通じてさまざまな美しい風景が参詣

者の目を楽しませてくれます。桜や紅葉がそれぞ

れの季節を感じさせてくれるこの参道、この森を、

これからも大切に守ってまいりたいと思っており

ます。

　ご静聴、誠にありがとうございました。
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座　長	 西村忠雄	 京都市老人クラブ連合会会長
　同	 中川　剛	 京都府老人クラブ連合会事務局長
助言者	 渡邊　裕	 	北海道大学大学院歯学研究院口腔健

康科学分野高齢者歯科学教室准教授
幹　事	 栢野淳子	 岡山市老人クラブ連合会活動推進員

●「健康長寿のまち   にいざ」 を目指して （埼玉県

新座市老人クラブ連合会）

　老連と市の事業を統合して、健康づくりや介護

予防事業を実施。体操やレクリエーション等を行

う「にいざ元気アップ広場」や「にいざ元気アッ

プウォーキング」に取り組んでいます。専門家の

指導や会場の確保など、継続に向けた環境が整い、

地域住民との関わりも増えて活動に活気が出てい

ます。

●「健康づくり推進員」 を核にした健康づくり活
動 （京都府やすらぎクラブ長岡京市／市老連）

　全老連の「健康づくり中央セミナー」参加を機

に、「健康づく

り部」を設置し

て介護予防リー

ダー研修会を開

催。単位クラブ

の健康づくり活

動をコーディネ

ートしてサロン

活動等を実施し

ています。令和

元年度から「健

康長寿 “ 鍵はフ

レイル ” 予防」に向けて、ミニ講座や自己チェッ

クを行っています。

●「スポーツや講座・研修を通じて　健康づくり
と介護予防 （横浜市旭区老人クラブ連合会）

　新スポーツ体験教室や介護予防の講習会等を実

施して、フレイル予防に取り組んでいます。ボッ

チャ、ラダーゲッター、吹き矢等の新しいスポー

ツは、体力に自信がない会員も興味を示すなど好

評です。また、女性委員会が中心となり、認知症

サポーター養成講座や介護予防講座等、年間計画

を立てて取り組んでいます。

　助言者の渡邊先生は、発表事例のリーダー養成

を軸にした活動展開や組織体制、マネジメント力

を評価した上で、「社会参加が健康長寿に有効と

科学的に検証されている。老人クラブ活動が活発

になると介護予防に効果があることを広く PR す

ることが大事」と話されました。

活動交流部会

第1部会　
高齢者の健康づくり・介護予防活動の推進

助言者　渡邊氏
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●「地域一体の助け合い活動」 （埼玉県白岡市老人

クラブ連合会）

　モデル地区の指定を受けたことをきっかけに

「声掛け運動」に取り組み、会員の友愛活動に対

する理解が広がりました。また、地域活性化事業

に伴い、区長と話し合って「行政区主催、老人ク

ラブが後援、実行役」となった「健康いきいき体

操カフェ」を開設。一般の方も参加しています。

●「ボランティア （お助け隊） 活動～自治会活動か
ら地域活動へ」 （山梨県中央市ことぶきクラブ

連合会田富支会）

　高齢者が安心して暮らしていくための住民同士

の支え合いについて自治会を中心に検討。老人ク

ラブ会員に参加を募って「ちょびっとお助け隊」

を発足。取り組みは好評で、他地区でも「お助け

隊田富」がスタート。会員以外の依頼も多く、自

治会、地域の中での交流、親睦が広がっています。

●「地域力で支えあい組織づくり～市内全域に助
け合いネットを」 （神奈川県南足柄市老人クラ

ブ連合会）

　2017 年「おたがいさまネットおかもと」を発

足。準備会に老連会長が参画。第７期南足柄市高

齢者福祉計画・介護保険事業計画には、市老連と

連携して担い手養成を促進することが明記されて

います。組織化の環境づくりと、会員に担い手と

しての参加を呼びかけました。

　助言者の山田係長は、老人クラブ活動の基本は

集いの場。そこから日々の楽しみが生まれ、地域

とのつながりや幅広い社会貢献活動にも発展して

いきます。より多くの方々が参加することで、「健

康寿命の延伸」や「安心な地域づくり」に向けた

取り組みが一層充実すると話されました。

活動交流部会

第 2部会　
高齢者の支え合い活動の推進

座　長	 伊藤達也	 茨城県老人クラブ連合会会長
　同	 田中久善	 山梨県老人クラブ連合会事務局長
助言者	 山田大輔	 厚生労働省老健局振興課予算係長
幹　事	 大橋裕美	 札幌市老人クラブ連合会主事

助言者　山田氏
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　全国公募による 6 団体総勢 348 名が舞台で演じ

ました。満員の会場が熱気に包まれました。

●埼玉県さいたま市老人クラブ連合会
　翔
はばた

け��さいたま�（民踊、�フラダンス）

　振り付けや指導は会員が実施。「花は咲く」の歌

に合わせて手話レクリエーションダンスも披露しま

した。

●群馬県高崎市長寿会連合会  長野地区連合会
　「新やさしい浦島太郎」�（寸劇・創作民舞）

　シナリオは会員の夫婦が担当。竜宮城の華やかな

雰囲気に合うように、みんなが衣装を持ち寄りまし

た。

●栃木県鹿沼市老人クラブ連合会女性部
　「ぶっつけ秋祭り�（踊り）」と「パドル体操」

　地元で開催されるイベントにも積極的に参加。華

やかな衣装で練習の成果を発揮しました。

活動交流部会

第 3部会　〈舞台発表〉
演じる活動

司会	 北村貴志	 福島県老人クラブ連合会事務局次長
幹事	 深瀬歩美	 山形県老人クラブ連合会事業連携主任

審査委員長	石川　稔	 埼玉県社会福祉協議会副会長
審　査　員	山海隆弘	 	埼玉県芸術文化振興財団シニ

アテクニカルアドバイザー
　　同	 石川祥生	 テレビ埼玉事業部長
　　同	 藤田登茂子	 全老連評議員・女性委員会委員
　　同	 二本柳  基	 	仙台市老人クラブ連合会	

事務局長

埼玉県さいたま市

群馬県高崎市

栃木県鹿沼市
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●栃木県宇都宮市老人クラブ連合会うたの会
　コーラス・宇都宮と共に楽しく歌って

　翼をください、芭蕉布等、全５曲を披露。暗唱に

も挑戦しました。心地よい歌声が会場に響き渡りま

した。

●三重県伊賀市馬場長寿会３Ｂビーナスの会
　踊って歌って “愛でしばりたい ”

　曲に合わせて衣装も早変わり。最後に地元の健康

体操「忍にん体操」を元気に披露しました。

●埼玉県春日部市いきいきクラブ連合会
　「大凧音頭」と「長生きサンバ」（舞踊、健康体操）

　活動紹介では「体力測定」の実演を披露。会場に

も踊り手が登場して賑やかなエンディングとなりま

した。

●審査結果
〈金　賞〉

埼玉県春日部市いきいきクラブ連合会

〈銀　賞〉

三重県伊賀市馬場長寿会３B ビーナスの会

埼玉県さいたま市老人クラブ連合会

〈奨励賞〉

栃木県鹿沼市老人クラブ連合会女性部

群馬県高崎市長寿会連合会長野地区連合会

栃木県宇都宮市老人クラブ連合会うたの会

活動交流部会

埼玉県春日部市

栃木県宇都宮市

三重県伊賀市
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第 1 部会にスタッフとして参加して
埼玉県老人クラブ連合会

広報委員　伊藤史郎

　第 48 回目にして、初めて埼玉にまわってきた
大会にお手伝いする事ができて、大変光栄に感じ
ました。
　一年前から、ご協力いただく団体の方々と、現
地の下見を何回もして、絶対無事故との思いでが
んばってきました。当日は、無事終了できたので、

「ばんざい！」と心の中で叫びました。これも、
県老連スタッフや他団体の皆様のおかげと感謝し
ております。
　会場は狭く感じるくらい大勢の参加者で埋め尽
くされていました。また、たくさんの質問が飛び
かうなど、皆様の前向きな姿勢に感動いたしまし
た。
　今後は、この全国大会に参加して、全国の皆様
の熱気を味わい、会に新風を吹き込もうと強く決
意しました。

第 3 部会に出演して
三重県伊賀市馬場長寿会３Ｂビーナスの会

　代表　箱林允子

　県大会の舞台が終わってから「次は全国大会を
めざそう！」の合言葉が、夢の舞台で実現できま
した。
　　小春日の舞台へ爪を赤く染め　　允子
　みんなが気合いを込めて真っ赤なマニキュアを
して舞台に臨みました。練習を充分重ねてあった
ので「ヨイショ」「ハッ」等の声もしっかり出す
ことができ、満足できた演技になり充実した 20
分間でした。
　間奏ごとの会場からの拍手で勇気と元気をいた
だき自信へとつながっていきました。忍者服の応
援部隊も大きな掛け声を出してくれていました。
　楽屋に戻った第一声は「楽しかった」です。緊
張から解放されやり切ったという笑顔が美しく輝
いていました。私たちの絆もますます深まりまし
た。ありがとうございました。

第 2 部会に参加して
熊本県人吉市老人クラブ連合会

会長　三倉重成

　3 本の発表の内、1 本は魅力ある多彩な活動を
協力して展開された事例、２本が新地域支援事業
に関わる内容でした。今多くの市区町村で取り組
まれている点で関心も高く、質問も集中してなさ
れていました。
　当該市老連の中で、行政・市社協と協働して日
常生活支援事業に取り組み、市全域に広げる先
駆的なものです。地域に必要とされる老人クラブ
の存在を示した、アピールの点で素晴らしいもの
です。
　事業を遂行するにあたっては、いずれも有償（現
金）ボランティアの点で似通った内容です。他所
ではポイント制やチケットもあり、システム構築
に向けて活躍が期待されます。

第 3 部会  参加者審査員として
奈良県老人クラブ連合会

副会長　黒飛文子

　参加者審査員として、前日に届いた大会誌の 6
団体の発表要旨を、当日の審査がスムーズに運ぶ
ようにと熟読しました。しかし、それ以上に 6 団
体の舞台発表は素晴らしく、感動のひとときでし
た。創意工夫された舞台衣装や設営と郷土色豊か
な演出は天晴れでした。どの団体も女性の出演者
が多いのには感銘を受けました。
　総合評価は、心を鬼にした自分の採点どおりで、
審査員としての役目を無事果たせたと安堵し、い
っぺんに緊張が解けたように思います。
　それにしても女性パワーの大きさを改めて認識
しました。
　全国大会でしか味わえない良い経験をさせてい
ただき、思い出に残る埼玉大会でした。

参加者の声
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　平成 28 年夏、埼玉県老連より「第 48 回全国
老人クラブ大会」で、前年の全国大会「演じる部
会」で優勝したエコファションの出演依頼があり
ました。役員に報告すると、全員一致で「やろう！」
となり、テーマを決めました。今回は、全国の皆
様に埼玉県を知ってもらうために、「彩の国伝統
絵巻」として、岩槻区の五月人形、秩父市の獅子

開催日：令和 2 年 11 月 17 日 （火）、18 日 （水）　会場：山形県山形市内
　開催要綱が決まりましたら、都道府県・指定都市老連を通じて市区町村老連にご案内します。全老連

ホームページにも掲載します。連合会やクラブの事業予定に加えて、大勢ご参加ください。

アトラクションを終えて 埼玉県川口市さしまスローライフ　会長　鯨井寛正

舞、歌舞伎、坂戸市の花
おいらん

魁、小川町の和紙を使っ
た花嫁衣装、川口市の日光御成道まつりを表現し
ま し た。 大 会 ま で の ３ 年 間、 延 べ 52 回、 約
2,000 人で制作し、演技も楽しくできました。県
内約 3000 あるクラブの中から私たちを選んでい
ただいたこと、全国大会という大舞台に出演させ
ていただいたことに心より感謝申し上げます。

参加者の声参加者の声

第 49 回全国老人クラブ大会について

大会を終えて

　本県で開催されました第 48 回全国老人ク

ラブ大会は、全国各地から 2,400 名の仲間

をお迎えして、成功裏に終えることができま

した。関係者一同、皆様に心から感謝申し上

げます。

　皆様をお迎えするにあたり、おもてなしの

心を伝えようと、踊り、新聞紙を利用した衣

装によるエコファッションショー、氷川神社

の権宮司による講演、心を一つにしたコーラ

ス等、県老連を挙げて全力で取り組みました。

　また、式典では、厚生労働大臣のビデオレ

ターによる祝辞、厚生労働大臣政務官、埼玉

県知事の御臨席を頂き、大変好評を得ること

ができました。

　皆さまの

情熱で、こ

のようなす

ばらしい大

会となりま

した。本当

にありがと

うございま

した。

　結びに、この熱き思いを心に、引き続き会

員増強に全身全霊を傾けて参ります。

　開催にあたり、全老連をはじめご支援いた

だいた関係自治体や団体、市町老連の皆様に、

衷心よりお礼申し上げます。

埼玉県老人クラブ連合会会長　新藤享弘
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60周年記念会員章を胸に活動の輪を広げましょう。
全国老人クラブ連合会は、令和 4 年（2022 年） に創立 60
周年を迎えます。これを記念して「60 周年記念会員章」を
作製しました。

●直径 17mm　タック式
●期間限定　2019 年～ 2022 年
●１口　1,000 円

全国大会開催にあたり、係員を
務められた会員や関係者の皆様

は、毎月、会場に足を運び現場確認をされてい
ました。都市部での開催に伴い様々な課題もあ
りましたが、大会が盛会裏の内に幕を下ろすこ
とができたのは、こうして陰で汗を流された多
くの方々がいらっしゃるからこそ、大勢の参加

者に感動を与え、今後の活力につながりました。
あらためて準備に携わっていただいた埼玉県内
の関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。
次は「山形」、美味いものやお酒、温泉を楽し
みの一つに大勢の皆さん、足を運んでください。

「お待ちしておるがらな！」
（岡）
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